
日清講和条約 

大日本帝国全権 伊藤博文首相、陸奥宗光外相 

大清帝国全権  李鴻章 

明治 28(1895)年 4 月 17 日 調印 

明治 28(1895)年 4 月 20 日 批准 

第一条 

 清国ハ朝鮮国ノ完全無欠ナル独立自主ノ国タルコトヲ確認ス因テ右独立

自主ヲ損害スヘキ朝鮮国ヨリ清国ニ対スル貢献典礼等ハ将来全ク之ヲ廃止

スヘシ 

第二条 

 清国ハ左記ノ土地ノ主権並ニ該地方ニ在ル城塁、兵器製造所及官有物ヲ

永遠日本国ニ割与ス 

 一 

 左ノ経界内ニ在ル奉天省南部ノ地 

鴨緑江口ヨリ該江ヲ溯リ安平河口ニ至リ該河口ヨリ鳳凰城、海城、営口ニ

亘リ遼河口ニ至ル折線以南ノ地併セテ前記ノ各城市ヲ包含ス而シテ遼河ヲ

以テ界トスル処ハ該河ノ中央ヲ以テ経界トスルコトト知ルヘシ 

遼東湾東岸及黄海北岸ニ在テ奉天省ニ属スル諸島嶼 



 二 

 台湾全島及其ノ附属諸島嶼 

 三 

 澎湖列島即英国「グリーンウィチ」東経百十九度乃至百二十度及北緯二

十三度乃至二十四度ノ間ニ在ル諸島嶼 

第三条 

 清国ハ軍費賠償金トシテ庫平銀二億両ヲ日本国ニ支払フヘキコトヲ約ス

右金額ハ都合八回ニ分チ初回及次回ニハ毎回五千万両ヲ支払フヘシ而シテ

初回ノ払込ハ本約批准交換後六箇月以内ニ次回ノ払込ハ本約批准交換後十

二箇月以内ニ於テスヘシ 

残リノ金額ハ六箇年賦ニ分チ其ノ第一次ハ本約批准交換後二箇年以内ニ其

ノ第二次ハ本約批准交換後三箇年以内ニ其ノ第三次ハ本約批准交換後四箇

年以内ニ其ノ第四次ハ本約批准交換後五箇年以内ニ其ノ第五次ハ本約批准

交換後六箇年以内ニ其ノ第六次ハ本約批准交換後七箇年以内ニ支払フヘシ

（下略） 

 


